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心のブレーキ
埼玉・大澤　遼真
　毎日毎日、新聞やテレビで報道される悲しい事件。聞かない日はありません。つい先日も、京都で放火事件があり、三十五人の人が亡くなり、三十三人の人がけがをしました。楽しいアニメを作る会社で起こった悲しい事件は、忘れることができません。犯人もけがをしたそうですが、犯人はどんな思いで事件を起こしてしまったのでしょうか。ぼくには、その気持ちがわかりません。

子どもが言うことを聞かないと言って、ぎゃく待をする親。バイト先で悪ふざけをし、それを堂々とSＮSで広める人。前を走っていた車をあおる人。きっかけは、ちょっとしたことかもしれません。軽い気持ちでやったから、

「こんなはずではなかった。」

というかもしれません。でもぼくは、だれかがいやな気持ちになることは、絶対にだめだと思います。
ぼくのそう祖父は、昔、保護司をやっていました。保護司とは、犯罪をした人や非行のある少年が、また悪いことをしないように見守る活動をする人だと、母から聞きました。最初に聞いた時はびっくりして、（すごい仕事があるんだな）と思いました。祖母や母から聞いた話では、月に一回、犯罪をした人が保護司であるそう祖父の家に面会に来ていたそうです。たいていは若い人だったそうですが、その人がもう悪いことをしなくなり、真面目に働いている姿を見ると、そう祖父はうれしかったようです。

ぼくは、その人にとってそう祖父は『心のブレーキ』だったのではないかと思います。人間は、だれでもイライラすることがあります。ふざけたり、いたずらをしたり…。たいていは、やっていいことと悪いことの区別がつけられるので、悪いことはやりません。それは、『やってはいけない』と、気持ちを止めることができるからです。でも、自分で自分の気持ちを止めることができなくなった時、悲しい事件が起こってしまいます。

子どもが言うことを聞かないとなやんでいる人の相談にのってくれる人がそばにいたら、ぎゃく待はさけられます。悪ふざけをしようとしている人に、「やめなよ。」と注意できる人がそばにいたら、悪ふざけはしないでしょう。身近にブレーキをかけてくれる人がいれば、悲しい事件やみんながいやな思いをするような事件は減るのではないかと思います。

朝、地域の見守りをしてくれる人が、小学校のそばに立っている時があります。近くを通ると、
「おはようございます。」
と声をかけてくれます。朝からいやなことがあった時でも、元気な声であいさつをされると、いやな気分がなくなり、いい気持ちになります。学校のあいさつ運動もそうです。友達と元気に、
「おはよう。」
と明るい声であいさつをすると、元気が出ます。これも、心のブレーキではないでしょうか。

みんな、家庭や学校、職場や地域などの集団の中で生活をしています。その中で、お互い声をかけあうような場所では、犯罪や事件の発生率が低いと聞いたことがあります。まさに、心のブレーキが効いている証こです。困っている人がいれば助ける。声をかけてみる。それが、心のブレーキとなって、犯罪のない明るい社会となる。と、簡単にはいかないかもしれませんが、一人ひとりが明るい社会を意識して行動を起こせるようになればいいと思います。
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